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1
．
大
企
業
の
内
部
留
保
金
は
膨
大
に
積
み
上
が
っ
て
い
ま
す
。
「パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
価

値
創
造
の
た
め
の
転
嫁
円
滑
化 

施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」に
基
づ
き
、
労
務
費
、
原
材
料
費
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分
を
適
切
に
転
嫁
さ
せ
、
私
た
ち
中
小
企
業
で 

働
く
労
働
者
に
還
元
さ
せ
、

消
費
税
減
税
を
求
め
る
運
動
に
取
り
組
み
、
富
裕
層
・大
企
業
へ
の
税
の
応
分
負
担
、
医
療
・介
護
、

年
金
・社
会
保
障
の
充
実
に
む
け
て
た
た
か
い
。
独
占
禁
止
法
の
「優
越
的
地
位
の
濫
用
や
、
下
請

け
代
金
法
上
の
「買
い
た
た
き
」な
ど
を
取
り
締
ま
る
運
動
の
強
化
、
取
引
適
正
化
を
求
め
大
幅

賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
運
動
を
進
め
ま
す
。 

2
．
石
破
首
相
は
所
信
表
明
演
説
で
「改
憲
発
議
を
実
現
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、
建
設
的
な
議
論

を
期
待
す
る
」と
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
発
動
を
ゆ
る
さ
ず
、
国
会
内
外
で
の
立
憲
主
義
を
取

り
戻
す
た
め
、
野
党
共
闘
強
化
と
国
民
的
な
共
同
を
広
げ
し
っ
か
り
と
政
治
に
関
心
を
持
ち
、

我
々
労
働
者
の
為
の
政
治
を
取
り
戻
す
運
動
を
進
め
ま
す
。 

3
「特
定
利
用
港
湾
」に
つ
い
て
は
我
々
が
働
く
港
湾
が
軍
事
の
拠
点
・兵
端
基
地
に
繋
が
る
こ
と

か
ら
、
軍
事
利
用
が 

優
先
さ
れ
る
よ
う
な
場
所
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
衛
隊
や
米
軍
に
よ

る
民
間
港
利
用
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
「非 

核
神
戸
方
式
」の
堅
持
を
求
め
辺
野
古
新
基
地

建
設
な
ど
あ
ら
ゆ
る
反
基
地
運
動
も
闘
い
ま
す
。 

4
．
大
阪
関
西
万
博
はIR

を
進
め
る
た
め
の
隠
れ
蓑
で
す
。
カ
ジ
ノ
を
成
長
戦
略
の
目
玉
だ
と

言
っ
て
の
け
る
大
阪
維
新
の
政
策
に
地
区
港
湾
に
結
集
し
、
断
固
反
対
と
し
て
闘
う
運
動
を
進
め

ま
す
。 

5
．
２
０
２
４
年
4
月
施
行
の
「改
善
基
準
告
示
」を
遵
守
し
、
同
年
3
月
告
示
の
新
た
な
「標
準

的
運
賃
・標
準
的
運
送 

約
款
」を
基
に
、
荷
主
・ユ
ー
ザ
ー
・元
請
と
運
賃
・料
金
に
つ
い
て
協
議
し
、

賃
上
げ
原
資
を
確
保
さ
せ
る
こ
と
を
労
働
組
合
と
し
て
学
習
や
運
動
を
取
り
組
み
ま
す
。 

6
．
バ
ス
・タ
ク
シ
ー
産
業
も
貨
物
輸
送
産
業
と
同
様
に
事
業
者
の
収
益
が
悪
化
し
続
け
、
多
く

の
事
業
者
は
経
営
難
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
結
果
、
運
転
手
の
賃
金
や
働
き
方
は
悪
化
し
続
け
ま
し

た
。
歩
行
者
を
は
じ
め
全
て
の
交
通
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
運
転
手
の
働
き
方
改
善
、
事
業

者
の
健
全
経
営
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
、
あ
わ
せ
て
、
賃
金
の
改
善
に
よ
り
運
転
手
不
足

の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。
一
方
公
営
バ
ス
事
業
の
委
託
・移
譲
に
よ
り
雇
用
が
奪
わ
れ
る
事
態

が
起
き
て
い
ま
す
。
公
共
交
通
の
安
全
と
必
要
性
か
ら
関
係
省
庁
や
自
治
体
に
対
し
て
、
労
働
者

の
雇
用
と
生
活
を
脅
か
す
こ
と
な
く
、
利
用
者
の
安
全
・安
心
運
行
が
確
保
で
き
る
制
度
を
求
め

ま
す
。
ま
た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
は
、
「白
タ
ク
行
為
」で
あ
り
、
違
法
で
あ
る
こ
と
を
強
く
主
張

し
て
、
労
使
協
力
し
導
入
断
念
を
求
め
て
取
り
組
み
ま
す
。 

7
．
関
西
地
本
は
、
「同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
」の
原
則
を
適
用
さ
せ
な
が
ら
、
65
歳
ま
で
の

定
年
延
長
。
正
社
員
・ 

非
正
規
社
員
に
お
い
て
も
、
同
一
職
場
、
同
一
労
働
に
つ
い
て
は
均
衡
待

遇
に
取
り
組
み
、
あ
る
べ
き
雇
用
体
制
を
構
築
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
地
域
別
最

賃
の
微
増
で
は
な
く
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
の
確
立
と
、
1
日
8
時
間
働
け
ば
生
活

で
き
る
労
働
条
件
を
め
ざ
し
広
範
な
共
闘
体
制
で
の
ぞ
み
ま
す
。 

8
．
全
日
建
連
帯
労
組
関
生
支
部
へ
の
大
弾
圧
は
、
我
々
労
働
組
合
に
対
す
る
も
の
と
捉
え
、
労

働
組
合
の
権
利
を
守
る 

運
動
を
進
め
ま
す
。 

9
．
労
働
組
合
の
組
織
率
は
過
去
最
低
で
す
。
労
働
者
の
労
働
組
合
へ
の
結
集
は 

危
機
的
な
状
況
が
依
然
と
し
て
続
い
て 

い
ま
す
。
今
こ
そ
全
港
湾
の
旗
の
下
に
結 

集
し
組
織
拡
大
・強
化
で
こ
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


